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東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 

お問合わせ先 

TEL 03-5219-5947 

（受付時間 営業日の9:00～17:00） 

https://www.franklintempleton.co.jp 

 

 

◇当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 

信 託 期 間 2015年２月13日から2044年１月18日まで 

運 用 方 針 

主にオーストラリアの証券取引所に上場し

ている株式および不動産投資信託を含む投

資信託証券に投資を行うことにより、配当収

入の確保と信託財産の中長期的成長を目指

します。 

主要運用対象 

当ファンド 

フランクリン・テンプルト

ン・豪州インカム資産マザー

ファンド受益証券を主要投

資対象とします。 

フランクリン・テンプルトン・ 

豪 州 イ ン カ ム 資 産 

マ ザ ー フ ァ ン ド 

オーストラリアの証券取引

所に上場している株式およ

び不動産投資信託を含む投

資信託証券を主要投資対象

とします。 

組 入 制 限 

当ファンド 

株式への実質投資割合には、

制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割

合には、制限を設けません。 

フランクリン・テンプルトン・ 

豪 州 イ ン カ ム 資 産 

マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式への投資割合には、制限

を設けません。 

外貨建資産への投資割合に

は、制限を設けません。 

分 配 方 針 

決算日（原則として毎年１月17日及び７月17

日。休業日の場合は翌営業日）に、基準価額

水準等を勘案して収益の分配を行います。 

 
 

 
 

運用報告書（全体版) 
 

第23期 決算日 2026年７月17日 

 

－ 受益者のみなさまへ － 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「フランクリン・テンプルトン・豪州インカム資

産ファンド（年２回決算型）」は、2026年７月17日に第

23期の決算を行いましたので、期中の運用状況と収益

分配金をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げ

ます。 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

19期(2024年７月17日) 15,958 0 13.2 38.0 60.4 6,858 

20期(2025年１月17日) 14,656 0 △ 8.2 41.5 57.6 6,275 

21期(2025年７月17日) 15,260 0 4.1 34.1 63.7 6,291 

22期(2026年１月19日) 17,543 0 15.0 37.3 60.7 6,840 

23期(2026年７月17日) 18,280 0 4.2 41.1 56.5 8,014 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 市場に広く認知されている指標等で、当ファンドのリスク特性を正確に反映する指標が見当たらないため、現状では、当ファンドの収

益率およびリスク特性を特定のベンチマーク等と比較しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2026年１月19日 17,543 － 37.3 60.7 

１月末 17,612 0.4 38.3 59.3 

２月末 18,090 3.1 38.9 57.4 

３月末 17,033 △2.9 40.7 56.3 

４月末 18,136 3.4 40.9 53.3 

５月末 18,061 3.0 42.4 55.5 

６月末 18,105 3.2 39.5 56.6 

(期  末)     

2026年７月17日 18,280 4.2 41.1 56.5 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組入れますので、「株式組入比率」「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過  

 期中の基準価額等の推移 (2026年１月20日～2026年７月17日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2026年１月19日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当期のパフォーマンス（騰落率）はプラス（分配金再投資ベース）となりました。 

保有株式からの配当を手堅く確保したほか、豪ドル高・円安が進んだことから、為替要因がプラ

スとなりました。一方、株式要因がマイナスとなりました。 
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 投資環境 (2026年１月20日～2026年７月17日)
 

当期のオーストラリア株式市場は下落し

ました。当ファンドが主要投資対象としてい

るREIT（リート）も下落したものの、公益事

業セクターは上昇しました。 

期の前半は、小売最大手ウールワース・グ

ループなどの堅調な決算発表や、商品価格

の上昇を受けて鉱業株が堅調に推移したこ

となどを背景に、オーストラリアの株式市

場は一時上昇しました。しかし、その後は中

東情勢の悪化を背景とした原油価格の高騰

によりインフレ加速への懸念が高まり、

オーストラリア準備銀行（RBA）の追加利上げ観測が強まったことなどから、株式市場は大幅に下

落しました。 

期の半ばは、米国とイランによる２週間の停戦合意を受けて市場心理が改善する局面においては、

株式市場は上昇しましたが、米・イランの和平協議の停滞を受けて投資家のリスク回避姿勢が強ま

る局面では、株式市場は下落しました。 

期の後半は、トランプ米大統領によるイランへの軍事攻撃計画の中止表明を受けて原油価格が下

落し、RBAの追加利上げ観測が後退したことから、株式市場は上昇基調となりました。 

 

当期の豪ドル・円相場は、豪ドル高・円安

となりました。 

期の前半は、RBAの追加利上げ観測が強

まったことから、豪ドル高・円安が進みまし

た。また、高市首相が衆議院を解散したこと

から、一段の財政出動による財政悪化が嫌気

されたことも、豪ドル高・円安の要因となり

ました。 

期の半ばは、中東紛争による長期的なエネ

ルギーショックへの懸念から世界経済の先

行き不透明感が強まり、投資家のリスク選好

姿勢が弱まったことなどから、豪ドル安・円高が一時優勢となりました。しかし、その後はイラン

と米国との和平合意への期待や底堅い豪経済指標などを背景に、投資家のリスク許容度が高まると、
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豪ドル高・円安が再度進みました。 

期の後半は、軟調な豪経済指標や原油価格の下落を背景に、RBAの追加利上げ観測が後退したこ

とから、豪ドル安・円高が優勢となりました。 

 

 当ファンドのポートフォリオ (2026年１月20日～2026年７月17日)
 

当ファンドは、主にフランクリン・テンプルトン・豪州インカム資産マザーファンド受益証券へ

の投資を通じて、主にオーストラリアの証券取引所に上場しているインフラ関連株式及び不動産投

資信託を含む投資信託証券に投資を行うことにより、配当収入の確保と信託財産の中長期的成長を

目指して運用に努めてまいりました。また、組み入れ外貨建て資産については、原則として為替ヘッ

ジを行いません。当期においては、配当利回りに着目し、相対的に配当利回りの高い銘柄を中心に

投資を行いました。また、オーストラリア株式市場全体に比べてファンドの中長期的な値動きを小

さく抑えることを目指してポートフォリオを構築しました。 

 

 当ファンドのベンチマークとの差異 (2026年１月20日～2026年７月17日)
 

市場に広く認知されている指標等で、

当ファンドのリスク特性を正確に反映

する指標が見当たらないため、現状で

は、当ファンドの収益率およびリスク特

性を特定のベンチマーク等と比較して

おりません。 

右記のグラフは、期中の当ファンドの

期別基準価額騰落率です。 

 

 

  

 
（注）基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 
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 分配金 (2026年１月20日～2026年７月17日)
 

分配金につきましては、基準価額動向や保有株式の配当収入等を勘案し、以下の通りとさせてい

ただきました。なお、収益分配に充当しなかった利益につきましては信託財産中に留保し、運用の

基本方針に基づき運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第23期 

2026年１月20日～ 
2026年７月17日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 8,975   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

当ファンドは、主にオーストラリアの証券取引所に上場しているインフラ関連株式及び不動産投

資信託を含む投資信託証券に投資を行うファンドです。引き続き、市場環境を注視しながら、配当

利回りに着目し、相対的に配当利回りの高い銘柄を選別し、ポートフォリオの構築を行ってまいり

ます。また、個別銘柄や業種の選定を通じて、ファンドの中長期的な値動きをオーストラリア株式

市場全体に比べて小さく抑えることを目指します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2026年１月20日～2026年７月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 159  0.890  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 77)  (0.432)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 77)  (0.432)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 7   0.040   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.012)   

 （ 投 資 証 券 ） (  5)  (0.028)   

（c） そ の 他 費 用 7   0.038   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  4)  (0.021)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 等 費 用 ） (  2)  (0.008)  印刷等費用は、印刷業者等に支払う法定書類の作成、印刷、交付および届出に 
係る費用 

 （ 業 務 委 託 等 費 用 ） (  1)  (0.005)  計理及びこれに付随する業務の委託等の費用 

 合 計 173   0.968    

期中の平均基準価額は、17,839円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.90％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2026年１月20日～2026年７月17日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
フランクリン・テンプルトン・豪州インカム資産マザーファンド 501,550 1,094,644 134,740 292,652 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

○株式売買比率 (2026年１月20日～2026年７月17日) 

 

項 目 
当 期 

フランクリン・テンプルトン・豪州インカム資産マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,702,255千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 4,996,330千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.34   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 単位未満は切捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2026年１月20日～2026年７月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している投資信託委託会社の自己取引状況 (2026年１月20日～2026年７月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2026年１月20日～2026年７月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2026年７月17日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

フランクリン・テンプルトン・豪州インカム資産マザーファンド 3,234,463 3,601,273 8,081,617 
 
（注） 単位未満は切捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2026年７月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

フランクリン・テンプルトン・豪州インカム資産マザーファンド 8,081,617 99.9 

コール・ローン等、その他 6,153 0.1 

投資信託財産総額 8,087,770 100.0 
 
（注） 金額の単位未満は切捨て。 

（注） フランクリン・テンプルトン・豪州インカム資産マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（13,333,499千円）の投資信

託財産総額（13,506,990千円）に対する比率は98.7％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、７月17日における邦貨換算レー

トは、1オーストラリアドル=113.72円です。 

 

 

親投資信託残高 
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－ 10 － 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年７月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 8,087,770,768   

 フランクリン・テンプルトン・豪州インカム資産マザーファンド(評価額) 8,081,617,567   

 未収入金 6,153,201   

(B) 負債 73,523,357   

 未払解約金 6,153,201   

 未払信託報酬 66,141,803   

 その他未払費用 1,228,353   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 8,014,247,411   

 元本 4,384,254,007   

 次期繰越損益金 3,629,993,404   

(D) 受益権総口数 4,384,254,007口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 18,280円 
 
＜注記事項＞ 

元本の状況 
期首元本額 3,899,303,789円
期中追加設定元本額 612,926,771円
期中一部解約元本額 127,976,553円
期末における１口当たりの純資産額は1.8280円です。 

○損益の状況 (2026年１月20日～2026年７月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 371,330,967   

 売買益 385,999,099   

 売買損 △   14,668,132   

(B) 信託報酬等 △   67,370,156   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 303,960,811   

(D) 前期繰越損益金 1,762,752,917   

(E) 追加信託差損益金 1,563,279,676   

 (配当等相当額) (  1,865,782,022)  

 (売買損益相当額) (△  302,502,346)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 3,629,993,404   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 3,629,993,404   

 追加信託差損益金 1,563,279,676   

 (配当等相当額) (  1,868,202,412)  

 (売買損益相当額) (△  304,922,736)  

 分配準備積立金 2,066,713,728   
 

（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託する
ために要する費用として、委託者報酬（販売会社に支払う手数
料を除いた額）のうち、フランクリン・テンプルトン・豪州イ
ンカム資産マザーファンドに対応する額の100分の96相当額を
支弁しております。 

 
＜分配金の計算過程＞ 

決     算     期 当     期 
(A）配 当 等 収 益(費用控除後) 140,509,479円 
(B）有 価 証 券 売 買 等 損 益 

(費用控除後、繰越欠損金補填後) 
163,451,332 

(C）収 益 調 整 金 1,868,202,412 
(D）分 配 準 備 積 立 金 1,762,752,917 
分 配 対 象 収 益 額(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 3,934,916,140 
(１ 万 口 当 た り 収 益 分 配 対 象 額) (        8,975) 
収 益 分 配 金 0 
(１ 万 口 当 た り 収 益 分 配 金) (            0) 

 

＜お知らせ＞ 

 

2026年４月１日付で一般社団法人投資信託協会と一般社団法人日本投資顧問業協会は合併し、名称を「一般社

団法人資産運用業協会」に変更することとなったため、投資信託約款に所要の変更を行いました。 

そのほか、弊社の投資信託約款において文言の平仄を合わせるとともに、より適切な記載とするため、所要の

変更を行いました。 

（変更日：2026年４月１日） 
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